
汎用コンバインの利用法試験

　試験のねらい

　稲・麦・大豆の収穫が可能として開発された汎用コンバインの利用法について、水稲・大豆に

おける作業精度並びに作業能率を検討した。

　試験方法

（1）水　　　稲

　ユ）昭和61年度は、Y式及びK式を用いて立毛条件（倒伏程度0）で作業速度を3段階

　　（0．2，0．4，0．6m／s）と倒伏稲（倒伏程度4～5）への適応性を検討した。

　2）昭和62年度は、Y式により送慶弁の開度の違いによる高速作業への適応性を検討し、脱

　　穀部流量と穀粒損失の関係を明かにし、また、作業能率を検討した。

　　1’）試験区　作業速度　　　高刈程度　　　送塵弁の関度

　　　　　　　二1二1二1二：：：l／・ド

　3）供満機Y式CA600
　　　　　　　　K式　AX60

　4）供試作物条件

試験区 品 試験区
収 量脱粒水桿水分

Cm ㎝本！㎡本／㎡程度 Kg／1Oa分％ ％

昭 立毛 星の光84，4ユ9．5366ユユ、0 0 Y式 一26，473．2
61 尉伏 星の光91，321．433015．44～5 K式 一一24，972．8

昭 農試 コシヒカリ　86，4　19．1　350　15．1　2～4 52423，670．3
62 大田原 』コシヒカリ　88．1　192　405 7．00～2 402 22，465．7

（2〕大　　　豆

　1）作業精度調査は作業速度を標準と高速の2段階とり、各部の穀粒損失をみた。

　2）供試機Y式CA600
　3）供試作物条件

　　　　作物全長
品　種

　　　　　　　Cm

分枝数
　本／㎡

最下分枝　最下着爽　収　　量　　　　水　分　eる

位置㎝位置㎝Kポ10a　粒　　　爽　　　茎
・ススユタカ 80．0　　　3，7　　11，1　　17．2 3　54，2　　　22，0　　2　8，4　　6　3．2

4）機械の使用条件 クリーンセレクション；4／5（標準より1高）、エシジン回転数；

2600rpm、送慶弁の開度；5／13（豆標準）、チャフB；標準
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3　結果の概要

ω　水　　　稲

　1）昭和61年度は作業速度と穀粒損失について検討した結果、Y式は、低速（0．28m／s）

　　では穀粒損失2．9％と少なく良好であった。高速は、O．48m／sでは3．5％の損失、0．6m

　　／sでは負荷オーバーで作業ができず、作業速度を上げると穀粒損失も増加した。このためY

　　式では、脱穀部流量を8t以下、作業速度を0．6m／s以下で作業を行う必要があると思われ

　　た。

　　　K式では、低速では穀流損失が2．2％と少ないが、作業速度（脱穀部流量）が上がるに従い

　　穀粒損失も増加し、0．6m／sでは、4，9％の損失が発生した。

　2）倒伏稲については、Y式は0．2m／sの作業速度で行つたが、ヘツダー部を地際まで下ろさ

　　なかったため、刈高さが約12㎝と高く、刈残しと頭部損失が目立ったが、穀粒損失は4．2％

　　にとどまった。

　　　K式では、O．22m／sの作業速度で行った結果、刈残しと頭部損失はY式ほど増えなかっ

　　たが、ストローラックロからの損失が多く穀粒損失は5．3％と多かった。

　3）61年度の結果、Y式、K式とも穀粒損失は脱穀部流量に影響しており、高速（0．6m／s

　　以上）での作業精度は悪かった。また、K式では高速適応性も不良であった。

　4）62年度は、前年の間題点である高速での作業適応性を、Y式の機種を用い送塵弁（脱穀部

　　内のワラの流速を調節する）の開度をかえて、高刈（脱穀部全流量をおとすため）で検討した。

　　その結果、送塵弁の開度が5の場合穀粒損失は1．3～2．3％と少ないが作業速度0．7m／s、

　　脱穀部全流量7．8t／hの時点でエンジンに負荷がかかり、流量を下げて行う必要があると思

　　われた。開度7では、流量が9．1t■hでも作業は行えるが、流量が多いためか穀粒損失は

　　5．9％と高かった。開度9では、穀粒損失が多くなり不適であった。

　5）62年度の結果、送塵弁の開度は7が良いと思われ、流量が少ない場合は5で、7でエンジ

　　ンに負荷がかかつた場合（脱穀部流量が8t／h以上の時）は作業速度を落として行う方法が

　　良いと思われた。また、脱穀部流量ど穀粒損失の関係は、脱穀部流量を8t／h以下で作業を

　　行えば、穀粒損失は3％以内になり作業精度上は間題がないと思われた。

　6）作業能率についての調査結果を表一1に示した。ユ0a作業時間は約29分で、4条刈り自

　　脱型コンバインと同程度かやや勝る程度であった。また、刈取時問は全体の約60％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／刈残し
　　　　　　5　　　穀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼頭部損失
　　　粒・　　　　　　　　　　＼チヤフジプ
　　　損　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飛散粒
　　　失　　2

　　　秀　1
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図一工　作業精度調査（昭61）
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図一2　脱穀部流量と穀流損失（昭62）

表一1　作業能率調査（圃場：たてx横＝98．5mx28・6m）

圃場作業作一業　　作業時問内訳％　　　10a当り圃場有効圃場作
面積速度時　　間　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業時問　作業量　作業量　業効率
　　　　　　　　　　　刈取回向調整排、出移動
　　am■s分秒　　　　　　　　　　分：秒a／ha／h　％
28．20．6981：3860，616．4　5，112．3　5，728．：5720・741・859・5

（2）大　　　豆

　1）作業速度を標準（約0．8m／s）と高速（約1．0㎜／s）で作業精度を調査した結果、標準

　　では、脱穀部全流量が約4．2t／hで穀粒損失は約2．4％であり、作業精度は良好であった。

　　高速では、脱穀部全流量が4．8～5．4t／hで穀粒損失が2．2～2・5％であり・標準と高速を

　　比較すると、脱穀部全流量が増加しても穀粒損失に差はみられなく良好で、作業速度は1．0m

　　／s（脱穀部全流量5t／h）程度で行っても間題はないと思われた。

　2）爽水分が28．4％と高かつたためか、頭部損失はほとんどみられなかつたが・茎水分が63・2

　　％と高かったため、穀粒には徴細茎葉の付着とみられる汚れ及び土砂の混入による汚れがみら

　　れ、何らかの方法で洗浄しなければならない状態であった。

　3）作業能率調査結果を表一3に示した（枕地の旋回部分は刈り払機で刈り取り、この時間は算

　　入していない）。10a当たり作業時間は約18分であり、全作業時間の約63％が刈取時問

　　であった。また、収穫大豆をグレンタンクから収納袋へ移す作業時間が全体の23．5％を占め

　　作業能率を下げていた。
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表一2 作業精度結果

区 別 標準1標準2 高速1高速2
作業速 度m／S 0．82 0．75 O．99 0．94

平均刈り高さ Cm 11．6 18．6 7，8 9．8

脱 穀粒口流量Kg／h 2170 2085 2700 2319
穀
部 排程口流量Kg／h 2057 2工45 2723 2507流
量 全 流 量Kg／h 4227 4230 5423 ’4826
全 穀 粒　口 ％ 97．59 97．ら6 97．79 97．49
穀
穀 頭部損失％ 0．14 0．08 0．05 0．11

粒

の
粒 スレソシング損失％ 2．23 2．33 2，15 2．40

内 損 刈り残し％ O．03 0．02 0．02 0，00
訳
失 計 ％ 2．37 2．・43 2．22 2．51

表一3 作業能率調査（圃疹の形状：ほぼ長方形縦x横＝1075x22．6m枕地刈取時問除く）

圃場作業作　業
面積速度時　問
　a　m／S　分：秒

作業時問内訳　％

刈取一回向調整排出移動

10a当り圃場有効圃場作
作業時問　作業量　作茅量　業効率

　分：秒a■h　a／h　　％
24．2　　0．82　43：23 62，5　　10．8　　　0，2　　23．5 3．0－　17：56　　33，5　　　5　7，9　　　5　7．9

4　成果の要約

　水稲について、K式の機種では、作業速度が低速の場合は穀粒損失は少なく艮好であるが0．6m

／s以上や倒伏稲では穀粒損失は5％を越えた。Y式の機種では、送塵弁の開度を通常は7で、脱

穀部全流量が少ない場合は5で行い、また、流量が多くエンジンに負荷がかかる場合は作業速度を

下げて行い、脱穀部全流量が8t／h以内であれば作業精度上間題はないと思われた。また、作業

能率は自脱型4条刈コンバインと同じかやや勝る結果であつた。

　大豆にっいては、作業速度1．0m／s（脱穀部全流量5t／h）程度では穀粒損失は少なく良好

　であるが、茎葉の水分が高い場合穀粒に敏細茎葉が付着したり、土砂の混入等による汚粒が発生し

洗浄を行う必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　作物部　鈴木　正行　高橋　憲一）
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